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地域高齢者の死亡前6ヵ月間の医療サービス利用

武村 真治 橋本 廸生 郡司 篤晃

　一地域の高齢者の死亡前6ヵ月間の医療サービス利用とその期間に罹患していた疾患との関連を明らかに

することを目的とした。対象は東京都某区で，平成2年10月から12月に死亡した老人医療受給対象者とし

た。各対象の死亡月の6ヵ月前から死亡月までのレセプトをつなぎあわせて資料とした。調査項目は性，生

年，傷病名，入退院日，外来診察回数，往診・訪問診察・訪問看護回数，診療点数，医療行為などであっ

た。死亡前6ヵ月間に罹患していた疾患のなかで医療サービス利用に与える影響が大きいと考えられる悪性

新生物と脳血管疾患に着目し，両疾患の罹患の有無の組み合わせによって対象を4つの患者群に分類し，医

療サービスの利用状況を群間で比較した。その結果，以下のことが示された。

　1.　入院サービスの利用状況では，脳血管疾患患者は入院日数が多く，医療施設に長期間入院した後に死

亡している者が多いこと，悪性新生物患者は入院，退院，転院の回数が多く，療養場所の移動を繰り返して

死を迎える者が多いことが示された。

　2.　入院外サービスの利用状況では，悪性新生物患者は多数の医療施設で頻回に外来診察を受けている者

が多いこと，長期入院していない脳血管疾患患者は往診・訪問診察・訪問看護を利用する者が多いことが示

された。

　3.　医療費では，悪性新生物患者は入院日数が少ないにも関わらず，脳血管疾患患者よりも高額であり，

診療報酬上密度の濃い医療を受けていることが示された。

　4.　医療行為の実施状況では，悪性新生物患者のほとんどに輸液，膀胱洗浄や留置カテーテル設置などの

泌尿器科処置が実施され，医療行為の側面からも悪性新生物患者に対する濃厚な医療が確認された。しか

し，非開胸的心マッサージのような蘇生術の実施は悪性新生物患者の方が脳血管疾患患者よりも少なく，悪

性新生物患者に対する徹底的な延命医療は多く実施されていないことが示唆された。
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